
 

 

             2025 年 8 月 13 日 
 

2026 年 3 月期第 1 四半期決算 
 
株式会社サニックスホールディングス(本社：福岡県福岡市、代表取締役社⻑ 宗政 
寛、以下「サニックス HD」)は、2026 年 3 月期、第 1 四半期決算を発表しました。 
 
●売上高：10,531 百万円、前年同期比 102.4％、上期計画進捗率 47.8% 
●営業利益：マイナス 343 百万円、前年同期比 - 、上期計画進捗率 - 
●最終利益：マイナス 640 百万円、前年同期比 - 、上期計画進捗率 -  
 
株式会社サニックス HD 代表取締役社⻑ 宗政寛コメント 
住環境領域及びエネルギー領域においては、営業利益では前年同期を上回りました。 
資源循環領域では、苫小牧発電所の大規模投資及び４年に一度の法定点検を計画通り
に 4−6 月に実施したため、営業利益はマイナス 227 百万円減となりました。 
通期計画に変更はなく、今期 21 年ぶりの復配を目指します。 
 
事業領域別 
●住環境領域 
・売上高：3,941 百万円。前年同期比マイナス 1.1% 
・事業別売上比率：HSE 事業 83%、ES 事業 17% 
・営業利益：547 百万円。前期比プラス 3.7% 
 
売上高：営業力及び顧客基盤を活かした既存事業の拡大と事業の統合等による多様な
住環境ニーズの取り込みを加速。安定した収益基盤の確保により前年同期並みにて推
移。 
営業利益：固定費の圧縮及び安定した収益基盤を確保できたことにより増益。 
 
●エネルギー領域 
・売上高：1,756 百万円、前年同期比マイナス 0.2% 
・事業別売上比率：PV 事業 100% 
・営業利益：マイナス 60 百万円。前期比プラス 16 百万円 
 
売上高：採算性を重視した受注の管理を徹底し、将来の安定的かつ持続的な利益成⻑
につながる基盤を強化した結果、わずかに減収となったものの前年同期並みにて推
移。 



 

 

営業利益：案件ごとの採算性管理の徹底及びコストの見直し等による事業構造の転換
を継続して実施したことで利益改善。 
 
●資源循環領域 
・売上高：4,749 百万円。前年同期比プラス 7.6% 
・事業別売上比率：プラスチック事業 57.0%、発電事業 12.0%、廃液事業 12.3%、 
埋立事業 4.9%、新電力事業：13.8% 
・営業利益：マイナス 164 百万円。前年同期比マイナス 353 百万円 
 
売上高：発電事業では、法定点検等による稼働停止(4−6 月)の影響があったものの、
卸電力取引市場から電力を調達し、単価の高い新たな小売先へ販売したことで増収。
また、プラスチック事業及び廃液事業では、受入量がそれぞれ増加したことにより増
収。 
営業利益：発電事業において法定点検等を実施したことから、稼働停止(4−6 月)の影
響及び修繕コストが増加したことで減益。 
 
●その他/本社費用 
・売上高：83 百万円。前年同期比マイナス 34.7% 
・営業利益：マイナス 666 百万円。前年同期比プラス 90 百万円 
 
各事業会社の成⻑と自立性を加速させるための人材の再配置等を実施したことで本社
費用減少。 
 
トピックス 
積極的な成⻑投資：今期 45 億円の設備投資を着実に実施 
●苫小牧発電所(ボイラー・タービン)の刷新：苫小牧発電所は、2003 年 10 月の稼働
開始以降、約 20 年が経過。主要設備を中心に、将来的な安定稼働・効率化に向けて大
規模投資を実施。発電効率 8%程度の向上を見込む。 
●汚泥燃料化の第 1 期設備を新設：有機性廃液に含まれる汚泥分を固形燃料化するラ
インを新設中。 
●SAF にトライ：厨房から出る排水に含まれる油脂やゴミから SAF(持続可能な航空
燃料)の原料化にトライします。 
●タイフーンの導入：前処理設備の導入により処理能力が大幅に向上。受入可能量の
17%拡大を見込む。 
 
 



 

 

2026 年 3 月期通期連結業績見通し 
2025 年 5 月 15 日発表より変更はありません。 
●売上高：46,791 百万円(前期比 103.2%) 
●営業利益：2,803 百万円(前期比 125.9%) 
 
 
 
参考資料 
■2026 年 3 月期 1Q 決算概況 
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決算資料 
https://hd.sanix.jp/ir/irlib/accounts/archives/category/2026 


